





Developing an autonomy-supportive language learning environment: 
Practice in self-access centers within and outside Japan








































（Little, 1995; Littlewood, 1999）、学習動機や、学習者アイデンティティとの強い結びつき（Ushioda,2003; 




















内での課外外国語学習に参加する学生の学習意欲や感情に焦点を当てた研究（例：Hughes, Krug, & Vye, 




して所有意識（Murray et al., 同上）を持ちながら学習機会に参加していることもこれらの研究では触れ
られている。つまり単なる教育機関に付帯する自主学習施設ではなく、社会的側面を重視した学習環境作
















4.1.1　追手門学院大学　English Cafe at Otemon 

















タッフはe-space student staffとEnglish cafe student staffという二グループに分かれており、前者は施設
全体の運営、後者はEnglish cafe内で英語力を活かしEnglish Cafe スタッフのサポート及び参加学生たち
をサポートし、楽しい雰囲気を作り出す役割を担っている。また、学生スタッフの役割としてイベント企








語学習アドバイジング（Mynard & Carson, 2012; Kato & Mynard, 2016）を対象とした研究は応用言語
学の分野でもまだ新しいが、その教育的効果は学習者オートノミーの育成の観点から検証が進んでいる





には求められており、アドバイザーの役割は多面的であると言える（Tassinari, 2017; Yamamoto, 2019; 























































や学習意欲の向上（Ushioda, 2000）、スピーキングに対する自信（Wakisaka, 2013; González & Nagao, 
2018）等非言語的発達にも貢献することが明らかになっている。
4.3.2　流通経済大学　Community Learning International Plaza
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